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東日本の

海の復興に連帯しよう

海 は、生 命 を 誕 生 させ 育 ん だ 、、

全 て の 生 物 に とって の 母 な る故 郷 (ふ る さと)で す。

東北の海岸部にすむ人々は、海からの

恵みを受け取ることを生業(なりわい)と

し、海と接して生活を営んできました。

2011年 3月11日、その海が牙をむいたの

です。海の恵みに感謝し、海に寄り添って

生きてきた海の民の生命と財産を根こそ

ぎ奪っていきました。あの日から1年。海の

民は、親を、子を、友を失って涙に暮れた茫

然自失の状態から立ち直り、復興に向けて

動き出そうとしています。

瓦礫を片付け、港を復旧したら、彼らは

又海に出るでしょう。養殖いかだを修理し、

定置網を張り替えて、海との付き合いを再

開するはずです。その海は、彼らが熟知し

ていた海のままでしょうか。地形が変わり、

潮の流れが変わっていないでしょうか。放

射能で汚染されていないでしょうか。津波

で流出した海底の瓦礫が生き物たちに書を

与えていないでしょうか。海の生態系はどの

ように変化したのでしょう。科学技術が今で

きることがあるはずです。調べなければなら

ないことがあるはずです。

水産総合研究センター西海区水産研究

所の有明海研究のキャップを務められてい

た小谷氏から年賀状が届きました。住所が

目城県になっており、「有明海のことも気が

かりですが、今は東北の水産業の復興を目

指して頑張っています」とあります。海のプ

ロフェッショナルが一人、東北の海に張り付

きました。科学者の目と漁師さんの目で、海

を観察し、報告して下さい。我々が有明海と

付き合う際の参考になるかもしれません。

逆に、我々が東北の海のためにできること

力`あるかもしれません。

有明海環境問題が社会問題化したとき、

有明海に関する科学的知見の集積が貧弱

で、科学者と行政担当者、漁民・市民との結

節点がないことに危機感を感じて、NPO法

人有明海再生機構を設立しました。東北の

海でも、海の復興に向けて科学と行政・漁

民との協働作業が始まるはずです。彼らの

地道な作業が海の状況を明らかにするで

しょう。しばらく時間はかかるかもしれませ

んが、東北の海の民は、世界三大漁場の前

海に戻ってくるでしょう。その生活を海の恵

みが支えるはずです。夜叉となった海が、母

なる海に戻る時で曳

有明海再生機構は、東北の海の復興に

取り組む人たちにエールを送り続けま曳 が

んばれ東北 !がんばれ海人たち!
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開門調査総合検討部会

座長

副理事長

小松
(九州大学

利光
大学院工学研究院 教 授)

月 日の経 つの は速 いもので今 年 も既 に

2ヶ 月 以 上 が 経 過 して しま い ま した。

2012年 は有明海 にとって極めて重要な

年になると思います。課早の開門調査が

実現するか否か。有明異変の原因究明も

新たな再生策の構築も容易でない現状に

おいて、開門調査は現在の閉塞状況を打

開 し課早問題の解決に道を拓 く可能性を

秘めていると思われます。一方、開門に

よって迷惑を受ける人々にとっては受け

入れ難 いものがあるとは思いますが、 こ

のままではいつまでも諌早干拓が有明異

変の元凶 として疑われます。 これは開門

賛成 ・反対の双方にとって不幸な ことで

す。将来に禍根を残 さないためにもどこ

かで思い切 ってこの問題 に決着を付 ける

ことが必要で、有明問題 に止まらず今後

の大型公共事業の進め方、あ り方にも大

きな示唆 と教訓を残 して くれるものと信

じています。関係する皆さんに何 とか納

得 していただけるや り方での開門調査 に

よ り、本年が有明海の蘇生 。再生の始ま

りの一年 とな りますよう心か ら願 ってい

ます。
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生道筋検言寸音悟会

座長
副理事長

大串
(佐貿大学

23年 度より当機構副理事長ならびに再生道筋

検討部会座長を仰せつかっている佐賀大学の大

串です。前年度は折角、再生道筋検討部会を作っ

ていただきましたが、部会の方針や構成メンバー

について準備が間に合わず具体的な活動ができ

ませんでした。しかしながら、この部会の準備

会において2回 に分けて行った漁業者へのヒア

リングを通しているいると見えてきた点が多く

あり、それなりに収穫はあったと思います。再

生道筋検討部会の本来の役害」である地域ごとの

特性に応じた課題の整理と持続可能な有明海と

人との共生のあり方などについて、関係者間で

議論しながら合意形成の体制づくりを行うこと

を今年は少しずつ開始しようと思っています。

関係者とは単に漁業者だけではなく、陸域も含

めた関係者であり、産業界、行政、地域の歴史

や文化を守り育てている市民が含まれる形が必

要でありますし、また地域間の温度差を少しず

つ緩和できる取り組みも必要であると考えてい

ます。この部会が対象とするものは、一昨年度

まで動いてきた千潟 ・生物生産 ・潮流などの分

科会や勉強会の対象とは異なり、それらを総合

化し、かつ人文 ・社会科学的な側面や有明海に

対する価値観に関わる事柄まで関連する非常に

広く漠然とした内容になるのかも知れません。

広い視野に立ち、かつ長い目でみた環境の保全

と沿岸地域の発展を目指して取り組みを進めて

いきたいと思っていますので、今後ともご指導

ご鞭撻をよるしくお願いいたします。

浩一郎
大学院工学研究科

THE CHAIRMAN' GREET,NG
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□有明海講座を開催しました

「Rlヨウ 貫入試験の歌弱地盤への適用と水域への応用」

団 僧盟韮晶 鮮教授

10月 7日に相崎健夫准教授(信

州大学工学部土木工学科)をお招

きし、有明海講座「RIヨ ーン貫入

試験の軟弱地盤への適用と水域ヘ

の応用」を乃 ンヽセ(佐賀市)にて開

催しました。講演では、電気式静的

コーン貫入試験 (CPT)を 用いた

調査・設計・施工管理法の考え方、

CPTに よる土賞定数の推定、Rl
―CPTに よる施工管理法、RI密

度検層の没渫躍立地盤への適用、

RI密 度検層の底買環境調査への

適用につしてお話頂きまし,L

●コーン貫入試験について

1980年 代から世界ではヨーン買入試験が

使われるようになっているが、日本の地盤は欧

米と違い軟弱地盤ばかり、砂地盤ばかりという

均等な地盤がほとんどないため、標準買入試験

が行われており、コーン員入試験はあまり普及

していないということでした。

コーン買入試験を用いた調査・設計・施工管

理法の基本的な考え方として、ボーリング調査

と室内土質試験の利用、土質定数を推定する

ための算定係数の決定には地盤の地域特性を

考慮するべきということ、コーン貫入試験だと

細かいデータが出るため、細かすぎるデータを

どう処理するのか、経時変化量の評価には土層

ごとの比較・検討をすること、ということでした。

また、実際のデータを見ながら、RIコ ーン買

入試験による土質定数の推定を説明して頂き

ました。

「海 の 低 次 生 態 系
～プランクトンを主体とする生物生産と物賞循環～」

団糧鞄Jを筈Jを域経閉
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10月 28日 に片野俊也准教授(佐

賀大学低平地沿岸海域研究センタ

ー)をお招きし、有明海講座「海の

低次生態系～プランクトンを主体

とする生物生産と物質循壊～」をア

バンセ(佐賀市)にて開催しました。

講演で'よ赤剤がどのように発生す

るか車原因生物や増え方、費酸素化

現象の発生機序などについてお露

頂きました。

●赤潮について

赤潮には魚を殺したり人の健康を脅かす直

接的に有害なもの、増殖して海水中の栄養分を

使いノリの生長に書を及ぼすなど聞接的に有

書なもの、海を汚したり酸欠を引き起こすが無

書なものがあるとのことで、有明海での赤潮現

象は主に瑳藻、ラフィド藻、渦鞭毛藻が原因物

質であるということでした。

赤潮原因プランクトンは1細胞が2細胞に分

裂する2分裂によって増殖するため、1細胞の

赤潮細胞が有明海全体を埋め尽くすま私 たっ

た82回 、1日1回分裂するとしたら約2か月半

で有明海全体が赤潮細胞で埋め尽くされると

いうことでした。しかし赤潮が増えた分食べら

れれば全体の細胞数は変わらないため、増える

速度と減る速度のパランスが崩れるとプランク

トンの増殖が始まるとのこと。

シャットネラ増殖に必要な栄養塩塁との関連

を、細胞数の変動や降水量などのグラフを交え

て、シャットネラの増え方や赤潮の発生過程に

ついて詳しくお話しくださいました。

貧酸素は成層すると起こると言われています

が、プランクトンを生産者、消費者、分解者と3

つに分快 陸上では酸素がいつもある状況だけ

れども、水中では酸素が足りない状況が生ま私

そのときに貧酸素が起こる、ということでした。

水中の有機物が分解され二酸化炭素になり、

その時に酸素を大量に消費している中【 特に

夏は水面と水中の温度差により成層が起こり、

消費する酸素に対して供給がないという状況

が起こるとのことでした。
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‐1有 明海再生機構では昨年度中間と

りまとめ作業に伴い開催しましたシン

ポジウムの「講演録」やその成果をまと

めた「有明海再生機構の中間とりまと

め」、過去の「年報」等、一部の冊子デ

ータに関しては現行のホームページに

すでに掲載しております。ぜひご覧くだ

さい。

|1有 明海再生機構ではホームページ

のリエューアルの準備を進めています。

新しいホームページは情報を見や

すすくすることを、一番の目的にしてお

りますが、そのほかにもこれまでの活

動で得られた情報や成果等の有明海

に関する情報をできるだけ掲載し、市

民の皆様に自由に関覧していただける

ようにする予定です。

市民の皆様に有明海のことを知って

いただき、興味を持っていただけるような

ホームページにしたいと思っております。

世界最大級の発酵タンクが有り、工

場見学の目玉の1つで曳

私たちは、「安全第一」「地球環境

保全への積極的な取り組み」「お客

様を含めた全てのステークホルダー

の満足」を目指し
“
ものづくり

"を
行

なっています。「安全」「環境」「品質」
「順法」の4つ の基本的責任は欠か

すことの出来ない重要な要素であ

り、統合マネジメントシステムを構築

し、P(計画)D(実 行)C(点 検)A(見

直し)で継続的な改善を図り品質向

上、コスト競争力強化、及び地球環

境負荷の低減に取組んでいま曳

●企業、団体…・―ロ

●個 人  … ・一回

5万 円

1万円

芽 邦評
紹介

「

的

昧の彙グル ープ理 念

私たち艦地球約な視野,こたち、
は
食
"と離
健康
弾
そして

“いのち
弾
のために働き、明日のよりよい生活に貢献します。

味の素側九州事業所は、自然環境

に恵まれた有明海に通じる筑後川の

ほとりに位置し、春にはツツジの花も

ほころぶ緑豊かな工場です。敷地面

積はヤフードームが7個分入る広さ

があり、従業員約200名 、構内荷役

や保全工事関係に携わる協力社員

約300名 が生産活動を行なってい

ま曳 当事業所では、「八イミー」や甘

味料,医薬用等のアミノ酸の生産を

はじめ、環境にやさしい肥料の生産

を行なっていま曳 当社はこれらのア

ミノ酸をデンプン等の自然原料を使

い発酵法で生産しています。ここには

醒
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新しいホームページに掲載してほし

い情報などの要望や、ホームページ構

成のアイデアがありましたら、メール

やお問い合わせのページから有明海

再生機構までどんどんお寄せいただき

たいと思っておりま曳 貴重なご意見、

ご要望はホームベージ作成時の参考

にさせていただきたいと思いま曳 どう

ぞよるしくお願いいたします。

味の素株式会社九州事業所

発 行
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